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もやもや病 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もやもや病とは 

頭の血管が細くなり、脳の血液循環が悪くなる病気

です。日本人に多く、脳血管造影検査で頭の血管が

タバコの煙のようにもやもやと写しだされること

からこの名がつきました。 

ウイリス動脈輪閉塞症と呼ばれる事もあります。 

【症状】 

小児のもやもや病は、多くは、脳の血流が不足する 

脳梗塞型として発症します。激しく泣いたとき、 

熱いものを食べるときにフーフーするなどの 

過呼吸の状態で症状が出やすくなります。 

 

 

 

手足の脱力、 

言葉がうまく出ない、 

痙攣などの症状がよくみられます。 
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【診断】 

もやもや病の診断には、脳の血管造影検査やCT・MRI 

などが行われます。 

 

もやもや病には、きまった診断基準があり、 

これまでの経過・症状・画像検査などから 

診断が確定されます。 

【治療】 

治療は、手術です。 

一般的には、頭皮の血流を脳に供給する血管吻合術 

（血管同士をつないで血液の流れを回復させる手術）が 

行われています。この手術にはいくつかの方法があり、 

よりよい手術法を選択します。 

また、痙攣には、投薬治療が行われる事もあります。 
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